
砂地の港内やサーフに見られるカケアガリな
どのポイントが投点 30 ㍍以内にあるなら短め
の竿を用いたチョイ投げでも十分に楽しめま
す。タックルの取り回しのよさを生かしてテ
ンポよく探り、数をのばしましょう‼

①チョイ投げスタイル

ハリ：キスバリ７～９号
キスの小さな口に吸い込ませられる細長い形状の専用バリがおすすめです。
サイズは小さいほど食い込みはよいですが、釣るたびに飲まれるようでは手返しが上がりません。
食い込みと飲まれ具合の兼ね合いを考えて大きさを選びましょう。
形状は、フトコロが深くてキープ力が高いキツネ型と、ハリ先が外を向いているぶん掛かりが早い
袖型に大きくわけられます。どちらが適しているかはキスの活性によって異なります。両方を持参
し、そのときの釣れ具合でセレクトしましょう。
多バリ仕掛けを扱えるほど竿が長くないため、仕掛けは１～２本バリが基本です。２本バリで数を
求めるのもいいですし、トラブルの少ない１本バリでアタリを掛け合わせるのもおもしろいもので
す。こちらについては好みで選べばよいでしょう。

ハリス：フロロ0.8～1.5号50㌢前後
素材は根ズレに強く、カラミを抑えられ
る適度な張りがあるフロロが一般的で
す。アベレージといえる20㌢前後のキス
を想定すると、号数は0.8～1.5号が標準
です。細いほど食い込みアップが期待で
きますが、数が釣れるときは耐久性を重
視して太めとするのがおすすめです（細
いほどハリを飲まれたときにパーマしや
すい）。

オモリ：固定式のＬ型天秤オモリ、
中通しオモリ３～５号
仕掛けがからみにくく、遠投がきく固定式の天秤タイ
プを使用するのがベターです。自重のある天秤にハリ
スを繋ぐことからアタリが鈍化したり、キスが違和感
を覚えて餌を放しやすいという欠点がある反面、アー
ム部の反発力によるハリ掛かりの促進（向こう合わ
せ）が期待できるというメリットがあります。
より手軽さを求めるなら中通しオモリを使うシンプル
なスタイルでも構いません。
ウエートは重いほど飛距離を稼ぎやすく、軽いほど食
い込みがよいという特性があります。キスのつき場や
活性に応じて３～５号を使いわけましょう。
なお、近ごろはチョイ投げ専用の天秤オモリも多く市
販されています。中には根掛かりの低減が期待できる
浮力を持たせたオモリを備えたアイテムもあります。
これらを活用するのもいいでしょう。

小型スピニングリール
道糸が100㍍程度巻けるサ
イズのリールであれば何で
も構いません。竿と同様に
軽い方が有利です。

道糸：ナイロン２号前後、ＰＥ１号前後
しなやかで適度な張りがあるぶん扱いやすいナイロンがおすすめです。号数は、砂
地帯であれば２号、シモリが点在するなど海底が変化に富んでいる場所では2.5～
３号が適します。
また、高感度なＰＥラインを使用するのもおすすめです。張りがないぶん扱いに慣
れが必要（張りを作りながら巻かないと、ラインが一気に出て修復不能なカラミが
発生しやすい）ですが、仕掛けを引いたときの底の感触やアタリの感触をひときわ
大きく得られるという利点は見逃せません。
号数は１号が標準。それに、素材自体に伸縮性がないためショックに弱いというＰ
Ｅの欠点をフォローするために、ナイロンかフロロの２号を矢引き（80㌢）ほど
先糸としてセットします（電車結びで結束）。
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※中通しオモリを使用
する場合はサルカン
をセット（両端とも
にクリンチノットで
接続）。

ハリスとハリは
外掛け結びで接続


